
平成 22 年度 予算要求事業調書

１　予算要求事業の概要
№

9 新規 拡大 継続

款 項 目

4 2 5

番号 事業名

事　業
コード

1104 事業名

<目的>

<目標(平成26年度末)>
１　処理施設の完成

<現状(平成21年度末見込み)>
　事業者の仮契約手続きを行います。

<課題>
　施設整備に対し計画地周辺住民から出されている要望事項への対応があります。

・平成22年度　環境影響評価書準備書作成
　　　　　　　特定事業契約締結
              橋梁拡幅工事(下部工・上部工)
・平成23年度　旧し尿処理施設解体撤去工事
              橋梁拡幅工事(上部工)
　　　　　　　搬入道路整備工事(南側)
・平成24年度　施設建設工事(熱回収施設・リサイクルセンター・管理・余熱体験施設)
　　　　　　　Ｂ－103号線整備工事(北側)
・平成25年度　施設建設工事(熱回収施設・リサイクルセンター・管理・余熱体験施設)
              搬入道路整備工事(東側)
・平成26年度　施設建設工事(熱回収施設・リサイクリセンター・管理・余熱体験施設)

現
状
と
課
題

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

事務事業の位置付け

廃棄物適正処理・処分推進事業

予算要求事業の概要

根拠法令等

しあわせ倍増プラン2009

目
的
・
目
標

　市民のリサイクル活動の機能を備えたリサイクルセンター及び高効率で熱回収し発電等を行う
廃棄物処理施設を整備するとともに、既存の廃棄物処理施設の更新など、廃棄物の適正な処理・
処分を推進します。

内
容

会計区分

一般会計 環境局　施設部　新クリーンセンター建設準備室

所管

　市民のリサイクル活動の機能を備えたリサイクルセンター及び高効率で熱回収して発電を行う
熱回収施設の整備を行います。

廃棄物処理施設の整備(新クリーンセンター整備事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

182

２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>
１．新クリーンセンター整備事業 517,841
[主な内容]
(１)不動産鑑定、既存施設ごみ質分析手数料等

21 ① 国庫支出金 6,000 (２)環境影響評価書作成、道路等修正設計、敷地測量等
② 市債 316,300 (３)ＰＦＩ事業者選定委員会等
③ 一般財源 195,541 (４)四自治会対策委員会、清掃会議研究・事例発表会等

(５)用地取得、補償

<積算内訳>
１．新クリーンセンター整備事業 484,033
[主な内容]
(１)不動産鑑定、臨時グランドし尿収集手数料等
(２)閉鎖予定地草刈、境界確認測量、周辺道路設計等
(３)環境影響評価説明会会場等
(４)橋梁拡幅工事(下部工・上部工)
(５)四自治会対策委員会、清掃会議研究・事例発表会等
(６)用地取得、補償等

<要求理由>
① 国庫支出金 3,304
② 一般財源 480,729

<査定内容>
１．新クリーンセンター整備事業 475,221
[主な内容]
(１)不動産鑑定、臨時グランドし尿収集手数料等
(２)閉鎖予定地草刈、境界確認測量、周辺道路設計等
(３)環境影響評価説明会会場等
(４)橋梁拡幅工事(下部工・上部工)
(５)四自治会対策委員会、清掃会議研究・事例発表会等

22 (６)用地取得、補償等

<査定理由>
① 国庫支出金 3,304
② 市債 288,800
③ 一般財源 183,117

<査定内容>
　同上

<査定理由>
① 国庫支出金 3,304
② 市債 288,800
③ 一般財源 183,117

年
度

517,841

484,033

475,221

市長査定

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、
財政局原案のとおりとしました。

財源内訳

財源内訳

財源内訳

財源内訳

475,221

区　　分

　本事業は、循環型社会を形成するため、廃棄物の最終埋立量を極
力減らし、資源化率を向上等が可能となる廃棄物処理施設の整備を
行うために必要な経費を要求したものです。

　内容及び積算を確認し、適正であると認められるため、概ね要求
のとおりとしました。

備　　　考

平
成

年
度

当初予算

当初予算要求

財政局長査定

平
成

183


